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事
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二

条

例

　

食
材
王
国
み
や
ぎ
の
伊
達
な
乾
杯
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号

　
　
　
食
材
王
国
み
や
ぎ
の
伊
達
な
乾
杯
条
例

　

本
県
で
は
、
豊
か
な
海
の
幸
と
大
地
か
ら
の
恵
み
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
農
林
水
産
業
を
興
し
、
地
域
固
有
の
食
文

化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
仙
台
藩
祖
の
伊
達
政
宗
公
は
食
通
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
仙
台
藩
で
は
米
の
生
産
拡
大

の
ほ
か
、
酒
や
味み

噌そ

、
茶
な
ど
の
物
産
開
発
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
四
百
年
経
っ
た
現

在
も
「
食
材
王
国
み
や
ぎ
」
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
先
人
の
知
恵
と
営
み
を
通
じ
て
、
日
本
酒
を
は
じ
め
、
地
域
の
風
土
に
よ
り
育
ま
れ
た
様
々
な
酒
類
を

製
造
す
る
酒
造
産
業
も
発
展
し
て
き
て
お
り
、ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー
ル
の
生
産
な
ど
の
新
た
な
取
組
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
と
と
も
に
、
地
元
の
食
材
の
活
用
を
通
じ
て
、
郷
土
愛
を
育
み
、

地
域
を
元
気
に
す
る
交
流
を
促
進
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
酒
造
産
業
と
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

　

（
目
的
）

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
食
材
王
国
み
や
ぎ
の
豊
か
な
食
材
の
活
用
を

通
じ
て
、
地
域
の
食
文
化
（
食
器
等
の
工
芸
品
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
酒
造
産
業
及
び
農
林
水
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
事
業
者
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

　

一　

酒
類
を
製
造
し
、
又
は
販
売
す
る
者

　

二　

酒
類
の
提
供
を
業
と
し
て
行
う
者

　

三　

酒
類
の
製
造
又
は
販
売
を
企
画
す
る
者

２　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
県
産
酒
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
酒
類
を
い
う
。

　

一　

県
内
の
事
業
者
に
よ
っ
て
県
内
で
製
造
さ
れ
た
酒
類

　

二�　

県
産
の
原
材
料
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
酒
類
で
あ
っ
て
、
県
内
の
事
業
者
が
製
造
又
は
販
売
を
企
画
し
、
県

内
で
販
売
さ
れ
る
も
の

　

（
県
の
役
割
）

第�

三
条　

県
は
、
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
及
び
地
元
の
食
材
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
酒
の
普
及
及
び
地

元
の
食
材
を
生
か
し
た
食
文
化
の
醸
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
事
業
者
の
役
割
）

第�

四
条　

事
業
者
は
、
県
及
び
他
の
事
業
者
と
相
互
に
協
力
し
、
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
産

酒
及
び
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
食
文
化
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
県
民
の
協
力
）

第�

五
条　

県
民
は
、
県
及
び
事
業
者
が
行
う
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
の
推
進
並
び
に
県
産
酒
及
び
地
元
の
食
材
を
生
か
し

た
食
文
化
の
普
及
に
関
す
る
取
組
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
個
人
の
嗜し

好
及
び
意
思
の
尊
重
）

第�

六
条　

県
、
事
業
者
及
び
県
民
は
、
県
産
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
嗜し

好
及
び
意
思
を

尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
健
康
障
害
の
防
止
）

第�
七
条　

県
及
び
事
業
者
は
、
飲
酒
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
飲
酒
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

２�　

県
民
は
、
飲
酒
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
飲
酒
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�
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宮
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
七
号

　
　
　
宮
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

宮
城
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
環
境
生
活
農
林
水
産
委
員
会
」
を
「
環
境
福
祉
委
員
会
」
に
、「
、
農
政
部
及
び
水
産

林
政
部
の
分
掌
に
属
す
る
事
項
並
び
に
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及
び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
」
を
「
及
び
保

健
福
祉
部
の
分
掌
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　

四　

農
林
水
産
委
員
会

　
　

�　

農
政
部
及
び
水
産
林
政
部
の
分
掌
に
属
す
る
事
項
並
び
に
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及
び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
に
お
い
て
現
に
在
職
す
る
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行

す
る
。


